
令和８年度 司書・司書補講習 講師プロフィール 

赤山 みほ 

〈ｱｶﾔﾏ ﾐﾎ〉 

短大卒業後、図書館勤務５年を経て筑波大学に３年次編入、司書資格を取得。筑波大学大学院図書

館情報メディア研究科博士後期課程単位取得退学。修士（図書館情報学）。専門は、図書館の潜在

利用者、アウトソーシングおよび複合施設内の図書館を対象としている。 

石井 大輔 

〈ｲｼｲ ﾀﾞｲｽｹ〉 

聖徳大学文学部文学科准教授。千葉県船橋市生まれ。筑波大学大学院図書館情報メディア研究課博

士後期課程単位取得退学。島根県立大学准教授を経て、現職。島根での９年間は図書館情報学の教

育研究とともに、地方の図書館活動のお手伝いをしていました。 

今野 創祐 

〈ｲﾏﾉ ｿｳｽｹ〉 

東京学芸大学特任講師。大阪府出身。京都大学で 11 年間ほど図書系職員を行っていました。専門は図

書館情報学で、もともとは図書館史や資料組織化（目録・分類）の研究者でしたが、図書館に関連する

ことはなんでも興味があり、現在は研究対象を広げております。 

岡田 智佳子 

〈ｵｶﾀﾞ ﾁｶｺ〉 

国立大学図書館、国立情報学研究所勤務を経て、図書館アドバイザーとして独立。現在は、大学非

常勤講師や NPO の理事として、図書館で働く人向けの教育研修事業を行っています。猫が好きで

す。 

片山 ふみ 

〈ｶﾀﾔﾏ ﾌﾐ〉 

聖徳大学文学部文学科准教授。図書館情報学（博士）。北海道の大自然の中、読書家の父にたくさんの

児童書を与えられて育ちました。出版者、図書館員など、絵本や児童書を生みだし、与える大人たちの

意識に興味をもち研究を行っています。 

木戸 裕 

〈ｷﾄﾞ ﾕﾀｶ〉 

国立国会図書館に 33 年間勤務しました。在職中は、主として国会議員の立法活動を補佐する仕事に従

事しました。講習では、国会図書館時代のいろいろな経験を交えながら、利用者の立場に立ったサービ

スという視点で、できる限りわかりやすくお話したいと思います。聖徳大学兼任講師。元国立国会図書

館専門調査員。 

坂田 和光 

〈ｻｶﾀ ｶｽﾞｺｳ〉 

国立国会図書館に 2019 年まで在籍していました。国会サービスを所管する部署に長くいて、国

会議員からの依頼に答え、報告書をまとめる仕事をしてきました。また、国会サービス以外にも、

管理職として、資料のデジタル化、ダイバーシティなど、図書館サービスの変革期を実体験してき

ました。2020 年８月から教員に転じ、図書館に関する科目の中の図書館制度・経営論、図書館概

論、情報サービス演習を中心に学生に教えています。現・信州豊南短期大学言語コミュニケーショ

ン学科教授。 

坂本 俊 

〈ｻｶﾓﾄ ｼｭﾝ〉 

聖徳大学文学部文学科講師。筑波大学大大学院博士後期課程図書館情報メディア研究科単位取得退学。

京都女子大学司書課程助教、安田女子大学文学部日本文学科助教を経て現職。 

竹之内 禎 

〈ﾀｹﾉｳﾁ ﾀﾀﾞｼ〉 

東海大学准教授。東京大学大学院情報学環助手、特任講師等を経て現職。絵本セラピスト。主な編

著書に、『生きる意味の情報学－共創・共感・共苦のメディア』（東海大学出版部）、『情報サービス

論』（学文社）など。 

田中 伸樹 

〈ﾀﾅｶ ﾉﾌﾞｷ〉 

相愛大学人文学部講師。桃山学院大学大学院博士後期課程修了。関西圏の複数の大学での司書課程

非常勤講師を経て、現職でも司書・司書教諭課程の科目を担当。主な関心領域は、図書館の諸活動

にかかわる法制度。 

田邊 稔 

〈ﾀﾅﾍﾞ ﾐﾉﾙ〉 

ＮＴＴ→ＮＴＴデータ→慶應義塾大学メディアセンター（図書館）→国立情報学研究所（ＮＩＩ）と渡

り歩き、2013 年に独立・起業（株式会社エムエムツインズ創業）。自称「パイレーツ・オブ・ライブラ

リアン」。学術情報や SNS の海を縦横無尽に駆け巡り、エビデンスに基づいた確かな知を届けたい。元

筑波大学大学院図書館情報メディア研究科非常勤講師。 

田野倉 知士 

〈ﾀﾉｸﾗ ﾁｶｼ〉 

明星大学非常勤講師。筑波大学大学院人文社会科学研究科哲学・思想専攻哲学分野一貫性博士課程単位

取得退学。慶應義塾大学大学院文学研究科図書館・情報学専攻情報資源管理分野修士課程修了。以前、

大学院で哲学の研究をしていたこともあり、授業に関連した哲学の話題がでるかもしれません。 



土屋 深優 

〈ﾂﾁﾔ ﾐﾕ〉 

関東学院大学社会学部講師。2024 年に筑波大学大学院人間総合科学研究群情報学学位プログラム

にて博士（情報学）を取得。2026 年より現職。学生時代より継続して、イギリスの多様な公共図

書館運営とサービスについて研究をしています。 

常世田 良 

〈ﾄｺﾖﾀﾞ ﾘｮｳ〉 

元立命館大学教授。筑波大学大学院博士前期課程修了。浦安市立図書館長、文科省、文化庁、総務

省、経産省、厚労省、国会図書館、千葉県、茨城県、長崎県、高知県、堺市、松戸市、多摩市、舞

鶴市、千代田区、荒川区等審議会委員など。著書『浦安図書館にできること』など。 

西巻 悦子 

〈ﾆｼﾏｷ ｴﾂｺ〉 

栃木県生まれ。東京都立高等学校の国語科教員を務め、早期退職後、筑波大学大学院図書館情報メ

ディア研究科博士後期課程に進み、単位満期修得退学。早稲田大学・聖徳大学・昭和女子大学・昭

和音楽大学・和洋女子大学等で兼任講師を務めた。デジタルアーキビスト。日本語教師。 

西村 美東士 

〈ﾆｼﾑﾗ ﾐﾄｼ〉 

若者文化研究所代表。東京都社会教育主事や国立社会教育研修所の時代に、図書館司書研修

を企画、運営し、魅力ある図書館人に出会った。私のライフワークである青少年教育について

は、彼らをヤングアダルトとして尊重する図書館の支援理念から多くを学んだ。 

野口 康人 

〈ﾉｸﾞﾁ ﾔｽﾋﾄ〉 

筑波大学大学院図書館情報メディア研究科博士後期課程修了。博士（情報学）。聖徳大学短期大学部総

合文化学科教授。日本図書館協会図書館調査事業委員会委員。情報科学技術協会 ISO /TC46 国内審議

委員会委員。 

野中 博史 

〈ﾉﾅｶ ﾋﾛﾌﾐ〉 

新聞社勤務、宮崎公立大学教授、聖徳大学教授等を経て現在、聖徳大学名誉教授。専門はメディア

論。著書・論文は、『デス・コントロール：生命操作社会からの警告』(三一書房)、『リスク情報に

おける蓋然性と報道萎縮の考察：統治者と報道機関の共同幻想』、『高木兼寛の人間像をめぐる一考

察－幸徳秋水･福沢諭吉･森鴎外とのシンパシーの共有－』等。俳句誌にエッセイ、俳句を連載中。 

野村 至 

〈ﾉﾑﾗ ﾀﾓﾂ〉 

経済産業省 商務情報政策局情報経済課デジタル取引環境整備室 室長補佐（総括）。これまで次世代電

子商取引推進協議会（ECOM）、総務省、内閣官房内閣サイバーセキュリティセンター等において、情

報通信関連政策、情報サービス、プライバシー・個人情報保護、情報セキュリティ等を対象として政策

推進・調査業務を行う。 

藤倉 恵一 

〈ﾌｼﾞｸﾗ ｹｲｲﾁ〉 

文教大学付属図書館副主幹司書。博士（情報学）。日本図書館協会分類委員会委員など。主な著書

に『日本十進分類法の成立と展開』（樹村房・2018 年）や『図書館のための個人情報保護ガイドブ

ック』（日本図書館協会・2006 年）など。 

藤森 聡美 

〈ﾌｼﾞﾓﾘ ｻﾄﾐ〉 

北欧の地域密着型図書館に着目し、「発達・学習」について研究しています。郷土史調査では、信州の

旧家の江戸時代の古文書群の目録化作業の痕跡を見つけ、感慨深いものがありました。『図書館情報学

用語辞典』（丸善出版）第３版〜第５版の執筆者のひとりです。 

松野 南紗恵 

〈ﾏﾂﾉ ﾐｻｴ〉 

明治大学大学院文学研究科博士前期課程修了（人間学修士）。メールやチャット、ビデオ会議システム

を利用した「ヴァーチャルレファレンスサービス」について研究しながら、東京学芸大学と駿河台大学

で図書館サービスや児童サービスについての授業を担当しています。 

森 茜 

〈ﾓﾘ ｱｶﾈ〉 

文部省（現文部科学省）で生涯学習教育・大学学術行政に従事。内閣府出向後、複数の国立大学で大学

図書館の運営に従事するとともに、国立大学事務局長など大学運営に従事。2002 年国家公務員退職後、

私立大学の運営に従事した後、（公財）国連大学協力会常務理事・事務局長・参与として、国連大学へ

の協力活動に従事。2024 年同財団法人退職後、（般社）グローバルサウスと絵本とサイエンスの会を立

ち上げ、現在、理事長。この間、図書館にかかわり続け、（公財）日本図書館協会理事長（2013〜2023）

を経て、現在、同協会顧問、（公社）読書推進運動協議会理事、（公財）矯正協会理事その他で活動中。 

 


